
平成２３年度農林水産総合センター農業研究所の現況及び今後の方針 
 

はじめに 
農林水産業や農山漁村は、生産活動や生活を通じて、県民の生活に欠くことのできない食料や自

然環境の保全、文化の伝承、癒しの場の提供など多面的な機能を有しているが、担い手の減少や高

齢化、耕作放棄地の増加、食生活の変化や輸入農産物の増加等による食料自給率の低下に加え、長

引く景気の低迷による農家経営の圧迫などにより、産業としての活力が低下し、地域の荒廃が懸念

されるなど様々な課題を抱えている。 

このような状況に対応するため、県では「新おかやま夢づくりプラン」、「２１おかやま農林水

産プラン」を作成して目標達成に向け全力で取り組み、将来にわたって持続可能な農林水産業の確

立を目指していくこととしている。 

これまでに、農業研究所は、農林水産総合センター普及連携部や県下９か所の農業普及指導セン

ター等を通じた農業現場の要望や行政課題となる農産物の生産振興等に対応した試験研究を行っ

てきたところであり、例えば、次世代フルーツとして生産振興が図られている「おかやま夢白桃」

「オーロラブラック」などの新品種の育成や中山間地域の農業を支えるピオーネの種なし栽培技術

の開発など、「くだもの王国おかやま」を支える推進力として、多大の貢献をしてきた。また、開

発した様々な水稲の直播栽培技術は、水田農業を支える基盤技術であり、経営規模の拡大の推進を

技術的に支援してきた。 

さらに、主要農作物種子法に基づく優良種苗の供給や優良品種の決定、植物防疫法に基づく病害

虫の発生予察等、安定した農業生産のための各種試験研究関連事業や病害虫・生理障害の診断と対

策等、関係機関への技術支援も実施し、本県農業の基盤を支えてきた。 

  

１．運営方針及び重点分野 
農業研究所においては、社会環境の変化に対応した持続可能な本県の農業づくりを推進するため、

農林水産総合センターの総合力を活かし、高品質な農産物の生産ならびに「おかやまブランド」の

確立を目指し、生産者や消費者のニーズに対応した新品種・新技術の開発や技術的支援を行う。 

このため、もも、ぶどう、なす、黒大豆など園芸・特産作物や水田農業に基軸をおいて、 

① 独自品種の育成等による特産物の育成と高品質化等を目指した高付加価値化技術の開発 

② 省力・低コスト化技術の開発 

③ 環境負荷低減型農業技術の開発 

④ 省エネルギーや温暖化への対応技術の開発 

以上、４分野に重点化し、効率的、効果的な試験研究を実施するとともに、得られた研究成果は

普及連携部や普及指導センター等と連携して迅速に普及するように努める。 

また、優良種苗の供給、病害虫の発生予察等、安定した農業生産のための各種試験研究関連事業

や病害虫・生理障害の診断と対策等、生産者や関係機関への技術支援も引き続き実施する。 

 

 

 

 

-1-



２．組織体制及び人員配置並びに予算配分 

（１）組織体制 
 平成２２年４月、農林水産部関係試験研究機関が再編統合され、農業総合センター農業試験

場は農林水産総合センター農業研究所となり、農業試験場北部支場は廃止となり、真庭市に高冷

地研究室が設置されました。平成 23 年４月１日現在、農業研究所は本所(赤磐市)に５研究室、

真庭市に１研究室、計６研究室体制で、多様化する農業者や消費者のニーズへ的確に対応し、食

料自給率の向上や自然環境の保全、さらには地球温暖化対策などの技術開発を行っている。人員

は研究職 55 名、技術職 15 名、計 70 名である。 

 

平成２０年度 
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（２）事務分掌 （各研究室の業務概要は農業研究所の要覧を参照下さい） 

作物・経営研究室 

ア．普通作物及び特用作物の育種、栽培に関する試験研究及び種苗の配布 

イ．作況に関すること 

ウ．奨励品種の選定 

エ．主要作物原種ほ 

オ．農業経営の試験研究 

カ．農作業体系の試験研究 

キ．実験農場の運営 

ク．農業用施設及び機械に関する試験研究  等 

果樹研究室 

ア．果樹の育種及び栽培についての試験研究 

イ．果樹母樹の育成及び果樹穂木の配布 

野菜・花研究室 

ア．野菜の採種、育種及び栽培についての試験研究 

イ．花の育種及び栽培についての試験研究 

環境研究室 

ア．土壌肥料についての試験研究 

イ．植物生理化学についての試験研究 

ウ．耕地の改良保全についての試験研究 

エ．農業に関係のある物料の分析鑑定 

オ．農業の自然的環境についての試験研究 

カ．農業生産物の加工、利用、貯蔵及び輸送についての試験研究 

キ．食品栄養化学についての試験研究 

病虫研究室 

ア．農作物の病害についての試験研究 

イ．病害虫の防除についての試験研究 

ウ．農作物の害虫及び益虫に関する試験研究 

エ．病害虫の発生予察 

オ．農作物の有害動物の防除に関する試験研究 

高冷地研究室 

ア．高冷地における果樹、野菜、花き、その他の農作物についての試験研究 
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（３）予算（平成 20～23 年度） 
県費の農業研究所研究費や運営費等は毎年減少している。一方、平成 21 年度以降、共同研究に

よる外部資金は増加してきたが、県費の減少を補完するには至っておらず、経費の削減等に勤めて

いる。 

分類 事項名 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

研究費 農業総合助成試験費 9,636 4,204 7,483 13,257 提案公募型競争的資金、受託
プロジェクト研究等

病害虫対策事業費 13,153 10,483 9,859 9,408 病害虫発生予察事業

農業研究所研究費 75,571 55,287 55,804 45,476 水田作研究費、畑作研究費、
果樹研究費、野菜研究費、高
冷地研究費、花き・花木研究
費、土壌肥料研究費、経営研
究費、原種圃事業、圃場管理
費等

農林水産総合センター
連携事業促進費

0 0 0 2,700 外部知見活用型・産学官連携
研究事業

運営費 農業研究所運営費 50,783 42,184 37,586 33,123

実験農場運営費 19,357 19,170 14,209 3,938 大区画稲作実験農場廃止

施設・備品
整備

農業総合センター機能
強化対策事業費

69,426 76,540 61,098 39,109 文部科学省「特別電源科学技
術振興補助金」等

予算額の推移（除人件費）単位：千円

 

20年度 21年度 22年度 23年度

超密植と潅水同時施肥による高収益ブドウ生産システムの構築 3,154

湖沼流域水環境保全手法確立調査 2,000

土壌由来温室効果ガスインベントリ情報等整備事業 3,000 2,761 2,761 2,739

省資源型農業の生産技術体系の確立 1,000

高糖分飼料イネ安定多収栽培のための堆肥施用指針の作成 2,000

温暖化に対応した夏秋期露地コギク安定開花調節技術の開発 1,500

温暖化に対応したダイコン新品種の開発 1,000

カメムシに対する適期防除実施判断指標の策定 500

減肥基準策定に向けたデータ収集事業 480

環境負荷低減を実現する果樹類白紋羽の温水治療法の確立 2,490

施肥削減に向けた生産技術体系の開発 1,000

高糖分資料イネ「たちすずか」生産における堆肥連用効果に対応した適
切な施肥管理の実証

2,200

合 計 8,154 2,761 5,761 11,909

当初予算(千円）
課  題  名

外部資金
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（４）試験研究 

１）試験研究課題の設定 【資料１(p16)，２(p17)参照】 
農林水産部農政企画課、農産課、畜産課、各県民局農林事業部、各農業普及指導センター、

農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会岡山県本部、農業共済組合連合会から試験研究

を要望された課題について、岡山県農林水産技術連絡会議農業部会で内容を検討し、新たに試

験研究の実施が必要と判断された課題は新規課題として設定し、外部評価委員会の評価を受け

て決定している。 

 

２）試験研究課題 【資料３(p18)，４(p19-20)，５(p21-22)参照】 
試験研究課題 48 課題を実施しているが、このうち受託研究等で別途外部評価を受けている

等の理由で評価対象外の課題がある。本年度の外部評価対象課題は以下に示した事前評価８課

題、中間評価１課題と事後評価６課題の合計 15 課題である。 

 

番号 事後評価課題（研究期間：年度） 担当研究室

23-事後-１ コンバイン収穫に対応した黒大豆の高品質・省力栽培技術の確立 (20～22) 作物・経営

23-事後-２ 集落営農の類型化と育成手法の解明(20～22) 作物・経営

23-事後-３ ナス栽培におけるミツバチの長期利用技術の開発(20～22) 野菜・花

23-事後-４ イチゴ冷蔵庫内連続低温育苗法の開発による低コスト超促成作型の確立(20～22) 野菜・花

23-事後-５ ブランド化を目指した特産花きの品種選抜と栽培法の改善(20～22) 野菜・花

23-事後-６ 黒大豆の高品質・安定生産のための土壌・施肥管理技術の確立(19～22) 環境

番号 中間評価課題（研究期間：年度） 担当研究室

23-中間-１ 有機栽培における持続的な土壌管理技術の確立(20～24) 環境

番号 事前評価課題（研究期間：年度） 担当研究室

23-事前-１ きぬむすめ、にこまるの高品質生産技術の確立と温暖化対応品目の選定(24～26) 作物・経営

23-事前-２ 実験農場における水田農業の総合的実証試験(24～継続) 作物・経営

23-事前-３ モモのオリジナル新品種（岡山モモ５号）の高品質安定生産技術の確立(24～26) 果樹

23-事前-４ 気象変動に対応した春季のモモの樹勢衰弱・枯死回避技術の確立(24～28) 果樹

23-事前-５ 夏季の異常高温に対応したブドウの果実障害防止技術の開発(24～26) 果樹

23-事前-６ ブドウ安定生産のための施肥方法と土壌改良方法の改善(24～28) 環境

23-事前-７ 夏秋雨除けトマト栽培における高温・強日射に起因する裂果対策(24～26) 高冷地

23-事前-８ 岡山県の気候に適したオリジナルリンドウの新品種育成による連続出荷体系の確立と栽培技術の改善(24～28) 高冷地

平成２３年度 課題評価対象課題一覧
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３）試験研究関連事業 
優良種子の供給、病害虫発生予察、土壌機能増進対策等７事業を実施している。 

 

試験研究関連事業名 事 業 内 容 

１．主要農作物原種ほ事

業 

農作物の生産や品質の改善を進める上で最も重要なことは、優良な種子の

生産を確保し、それらの普及を図ることである。特に基幹作物である水稲、

麦、大豆の採種については「主要農作物種子法」が定められ、奨励品種に

ついては都道府県に原原種、原種生産の責任がある。岡山県では明治 42

年から農業研究所がその生産を行っている。平成 23 年現在、水稲 9 品種、

麦類 3 品種、大豆２品種について行っている。 

２．主要農作物品種試験 水稲、麦類、大豆の主要農作物の優良な品種を決定するための試験は「主

要農作物種子法」で都道府県が行うと定められ、岡山県では昭和 28 年から

農業研究所が奨励品種決定調査を行っている。本県の気象条件に適応し、

消費者ニーズに合致する、安定・多収で栽培しやすい品種を選定するため、

23 年度は水稲では 57 品種、麦類 29 品種、大豆 12 品種について試験して

いる。 

３．土壌機能増進対策事

業 

農耕地は農作物を生産する機能だけでなく、水質浄化等の環境保全機能、

有機物の分解等の物質循環機能を有する。これら農耕地の土壌が持つ機能

を増進させる適正な土壌管理指針を策定するため、県内の野菜、果樹の主

要な産地で、毎年３集団、20～30 地点／集団について土壌実態を調査し、

肥培管理や土壌管理上の改善点を明らかにしている。 

４．バレイショ原種圃事業 「ばれいしょ原原種、茶原種及びサトウキビ原原種配布要綱」に基づき都道

府県が行う事業であり、県内にバレイショの優良な原種を増殖・配布してい

る。現在、種苗生産は、岡山県馬鈴薯採種農協に委託し、県が指導を担当

している。 

５．病害虫発生予察事業 植物防疫法に基づき、国庫補助による病害虫発生予察事業を実施してい

る。本事業は、農作物を害する病害虫の発生状況などを調査してその発生と

被害を予察し、これに基づく情報（発生予察情報）を関係者に提供するもの

で、病害虫による損害を未然に防止することを主な目的としている。各道府

県に設置されている病害虫防除所で実施されているが、岡山県では農林水

産総合センターに併置されており、15 品目を対象として 157 病害虫について

実施している。 

６．病害虫・生育障害の診

断と対策指導 

病害虫や生育障害を防ぐには、それらを的確に診断し、適切な防除対策を

迅速に行うことが重要である。そのため、農業普及指導センターやＪＡなどか

ら持ち込まれた被害作物をできるだけ迅速に診断し、普及指導センター等を

通じて防除指導している。毎年 1,000 件程度の診断・対策指導を行ってい

る。 

７．実験農場運営事業 基礎的な試験成果を総合的に体系化し、１ha 規模の圃場において中・大型

機械による水田作の省力・低コスト、高品質化の栽培実証試験を行い、摘出

された問題の解決を図り、その成果を提示して本県水田農業の発展につな

げる。平成 23 年度には疎植による省力化、鶏ふんによる低コスト化、汎用型

飼料収穫機による飼料稲栽培の体系化を実証試験している。 

 

３．施設・設備等 
圃場管理に必要な備品の更新を県費により行うとともに、平成 18 年度から文部科学省からの

補助事業を活用し、備品等の整備に努めている。最近は堆肥等の地域資源を活用する研究に必要

な土壌や植物の化学分析機器、食味や外観品質を向上させる研究に用いる各種測定機器や微生物

の遺伝子診断に用いる機器を重点的に整備している 

 

-6-



 

（１）用地・建物配置

 

 

 

 

土地利用内容 単位：ha
●総面積 51.8

◎試験圃場 25.0

水田作精密圃場 5.3

果樹園 8.2

野菜・花き圃場 2.5

畑作圃場 1.5

実験農場 ７.5

◎実習用地（農業大学校） 8.5

◎建物・その他 18.3

建物施設の概要  

１ 農林水産総合センター本館、農業研究所・付属棟、

車庫等 

２ 環境・病虫付属棟、ガラス温室等 

３ 低温加工施設 

４ 機械工作実験室、機械庫、ライスセンター等 

５ 作物栽培・原種作業棟、網室等 

６ ぶどうガラス室 

７ 果樹作業棟・機材庫 

８ ぶどうハウス室、バイオ温室 

９ 野菜・花作業棟、用土調整場 

10 野菜・花ガラス室、無病苗育成施設等 

11 農業大学校 

土地利用内容 単位: ha 

●総使用面積 2.3 

  建物用地 0.3 

  畑地(露地) 2.0 

      果樹 0.3 

      野菜 1.2 

      花 0.2 

  ハウス 0.3 

本所 

果樹 

高冷地研究室 

事務・研究棟 

調査室 
 

機 械 庫

ハウス 

野菜 

果樹 

ハ

ウ

ス 

ハウス 

 

井戸 
井戸 

 

花

予察灯 

予察灯 
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（２）施設・備品 

   １）施設 
 

名　　称 数量 構　　造
総面積
（㎡）

活用状況

本館 1 ・鉄筋コンクリート造４階建 3,269
事務室、実験室、測定室、分析室、
培養室、昆虫飼育室等

低温加工試験室 1 ・鉄骨造スレート葺平屋建 282 食品加工実験

土壌診断室 1
・鉄筋コンクリートブロック造
  屋根葺平屋建

119 土壌診断

公害ガス抵触 1
・コンクリートブロック造
  スレート瓦葺平屋建

87 化学分析

試験調査作業室 8 ・鉄骨造スレート葺平屋建 1,786
作物、果樹、野菜、土壌、病害虫の
調査、原種の調整、機械修理等

ライスセンター 1 ・鉄骨造スレート葺平屋建 325 ライスセンター

農場整備員室 1 ・鉄骨造スレート葺平屋建 132 休憩室

機械格納庫 6 ・鉄骨造スレート葺平屋建 567 農業機械保管

機材、肥料、薬品庫 1
・鉄骨造スレート葺平屋建
・コンクリートブロック造スレート
  葺平屋建

430 農機具、肥料、農薬保管

原種倉庫 1 ・鉄骨造スレート葺平屋建 161 原種保管

1 ・鉄骨造プラスチック葺平屋建 1,077

22 ・鉄骨造ガラス葺平屋建 3,509

天敵飼育・増殖施設 2
・木造スレートガラス瓦葺平屋建
・軽量鉄骨造スレート瓦葺平屋建

178 昆虫実験

堆肥舎 2
・鉄骨造スレート葺平屋建
・ブロック造スレート瓦葺平屋建

150 堆肥作成と保管

用土調整室 2
・コンクリートブロック造大波
  スレート葺平屋建
・鉄骨造スレート葺平屋建

159 野菜、花用培土作成

培養室 1 ・ブロック造陸屋根葺平屋建 96 植物生理実験

名　　称 数量 構　　造
総面積
（㎡）

活用状況

事務、研究棟 1 ・鉄骨造瓦棒葺平屋建 241 事務所、分析室、顕微教室等

1 ・鉄骨造瓦棒葺平屋建 97 調査室

1 ・木造トタン葺平屋建 198 作業室

倉庫 1
・コンクリートブロック造セメント
瓦葺平屋建

40 肥料等諸資材置場

機械庫 1 ・鉄骨造スレート葺平屋建 64 機械庫

作業棟

高冷地研究室（真庭市）

温室 果樹、野菜、花等の栽培試験

本所（赤磐市）
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  ２）備品．設備 【資料６(p23-24)参照】 

１．圃場管理機器・施設 ５．病害虫診断機器

土壌改良機グロースガン 電子顕微鏡（透過型、走査型）

蒸気土壌消毒器 ミクロトーム

田植機 マイクロマニュピレーター

耕耘機 クリ－ンベンチ

掘削機械（草刈りアタッチメント付）

トラクター ６．化学分析機器

乗用型バロネス草刈機 蛍光X線分析装置

トラクター前装式草刈機 高速冷却遠心機

スピードスプレーヤー ドラフトチャンバー

ブームスプレーヤ ガスクロマトグラフ装置

コンバイン 液体クロマトグラフ装置

種子用コンバイン 炭素・窒素測定装置

種子用遠赤外線乾燥機 分光光度計

籾摺機 高速処理比色分析装置

ライスセンター 高周波ﾌﾟﾗｽﾞﾏ発光分析装置

チッパーシュレダー 近赤外線分析装置

ボイラー アクアテックアナライザー

小型ホイルローダー・タイヤショベルホイルローダー デジタル写真測量ツール（パスコ アーダス）

２．圃場実験機器・施設 ７．生物工学、遺伝子診断機器

複合環境制御ガラス温室（水稲） 電気泳動装置

複合環境制御ガラス温室（野菜） 超低温恒温恒湿機

気象観測システム 滅菌装置

光合成蒸散測定装置 超低温ﾌﾘｰｻﾞ

温度ﾃﾞｰﾀ集録装置 細胞融合装置

リアルタイムＰＣＲ装置

３．品質測定機器 マルチビーズショッカー

味度測定装置 クリ－ンベンチ

フルーツセレクター（非破壊糖度計）

分光測色計

４．人工気象機器・施設

人工降雨装置

病原菌接種用高湿度環境制御庫

植物人工育成装置

人工気象器

昆虫飼育室

主要備品・設備

 

 

 

 

-9-



 

４．研究成果 

（１）技術移転や普及の取り組み状況 

１）試験研究主要成果【資料７(p25-28)参照】 
実施した試験研究の中から、直ちに普及に移しうる成果を「技術」とし、成果の一部が活用

できるものを「情報」としてホームページ等で公表し、普及を図った。さらに、これら主要成

果の中から平成20～22年度の３か年で18課題が近畿中国四国農業研究成果情報として採択さ

れた。 

 

主要成果課題数 

20 年 21 年 22 年 

技術 情報 技術 情報 技術 情報 

10 21 13 20 12 19 

 

 

２）代表的研究成果【資料８(p29-30)参照】 
主要成果として公表した課題の中で、特に重要な成果は「普及推進新技術」として選定し、

普及指導機関では重点的に普及に努めている。なお、現在の「普及推進新技術」は以下の 18

課題である。 

①ビール大麦の蛋白質向上対策 

②小麦の適期収穫チャート 

③黄色灯の利用による害虫防除 

④性フェロモン剤の利用による農薬低減 

⑤天敵利用によるブドウの総合防除 

⑥マスカットの早期保温による省エネ技術 

⑦ぶどうのジベレリン１回処理技術の普及 

⑧黄色灯の利用による害虫防除 

⑨性フェロモン剤の利用による農薬低減 

⑩天敵利用によるナス、イチゴの総合防除 

⑪マルハナバチの在来種利用による着果促進 

  ⑫イチゴ炭疽病の防除技術 

  ⑬おかやまオリジナルリンドウの安定生産技術 

⑭おかやまオリジナルラークスパーによる電照加温促成作型 

⑮ブプレウラムの超促成栽培における安定生産技術 

⑯拍動自動灌水装置を利用した省力安定栽培 

⑰被覆資材を利用した省エネ栽培 

⑱土壌施肥管理システムを利用した施肥改善 
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（２）専門誌等での情報発信 【資料９(p31-41)参照】 
学会誌、専門誌等での論文発表や学会、研究会で講演発表を行うとともに、農家及び農業指導

者向けの技術情報誌等に研究成果の解説記事等を執筆し、情報の発信を行った。 

 
学会誌等での成果の発表回数 

年度 研究論文 学会発表 研究会講演 解説・指導記事

20 年 31 15 3 37 

21 年 32 16 8 39 

22 年 22 17 4 39 

 

（３）特許等知的財産権の取得・活用状況【資料 10(p42)参照】 

１）特許 
 ・葡萄栽培方法（登録番号 4418863） 出願日：平成 19 年１月 18 日 

２）特許出願 
・イチゴ栽培用の空調システム（ダイキン工業との共同） 出願日：平成 21 年３月 27 日 

・ブドウ根頭がんしゅ病を防除する拮抗細菌非病原性リゾビュウム・ヴィテス株 

 出願日：平成 22 年 11 月 17 日 

３）登録品種 
登録品種と特徴等（直近１０年間） 

作物名 品種名称 
登録 

年月日 
特   徴 普 及 状 況 等 

もも 白麗 11.7.21 肉質と食味が最高級 
高品質で面積拡大が見込める。 H21：

25ha 

 清水白桃ＲＳ 16.11.8 

放射線育種、黒斑病

に強いが結実率が低

い 

黒班病の発生が減少し、今後の普及見

込みは少ない。H19：6ha 

 おかやま夢白桃 17.3.14 
作りやすく、大玉、高

糖度 

清水白桃と白桃の間に収穫できる品種と

して有望である。H21：48ha  

 新白麗 19.3.15 
作りやすく、品質も良

い 

白桃の後に収穫できる品種として有望で

ある。 H19：1ha 

ぶどう オーロラブラック 15.2.20 
着色しやすく、極めて

脱粒しにくい 

次世代を担う品種として有望である。  

H21：53ha 

ゆり アフロ 13.2.9 
巨大輪、淡桃色で芳

香性がある 

 アルテミス 17.3.14 

大輪、白色花弁の中

央に紅の筋を有する

中生種 

 カリステ 17.3.23 大輪、純白で中生種 

 あかねの舞 19.1.22 
中輪、純白で早生

種、年に２～３回開花

種苗費（球根）が高かったため、低コスト

化を目指して品種育成した。 

スイー

トピー  

岡山農試ピー3 号

(愛称：おかピー）
22.3.17 

花色は中心淡く、旗

弁がやや濃い濃淡の

あるピンクで、巨大輪 

H21 年度：玉野市、倉敷市で栽培開始 
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稲 あっぱれむさし 17.9.13 
作りやすく、多収、良

食味の中生種 
中北部向け品種である。 

 ふっくらももこ 17.9.13 

コシヒカリ並の良食味

で倒伏しにくく、湛水

直播に適する早生種 

中北部向け品種である。 

 あかおにもち 18.7.13 珍しい赤い糯米 南部向け、地域特産用 

あずき 夢大納言 H18.7.13 

加工適性が高く、県

南部でも栽培しやす

い 

高品質で地域特産物として有望。穀物

改良協会と実施契約締結(H21：採種

34a）。H22：2.5ha に種子供給 

 

 

４）表彰 
 

年度 受賞名 受賞題目

20年 岡山県農林水産部長表彰 土壌施肥管理システム開発グループ

21年 岡山県農林水産部長表彰
原油高騰に伴う施設ぶどうの省エネルギー対策技術
の確立と普及グループ

日本植物病理学会 学術奨励賞
ブドウ根頭がんしゅ病の診断と生物的防除および病原細
菌の系統解析に関する研究

日本植物病理学会 論文賞
Biological control of grapevine crown gall by
nonpathogenic Agrobacterium vitis  strain VAR03-1

近畿中国四国農業研究協議会賞 論文賞
隔日変夜温管理されたブドウ‘マスカット・オブ・アレキサ
ンドリア’の開花期までの新梢生長および果粒軟化期ま
での果粒肥大の様相

22年 岡山県農林水産部長表彰 花き優良品種の育成と普及推進グループ

日本土壌肥料学会  技術賞
水稲の不耕起直播栽培における温室効果ガス発生要
因の解明と地球温暖化防止および持続的農地管理の
ための栽培体系の提言
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５．技術相談・指導、依頼試験等の実施状況 

（１）診断及び技術相談 
農家から普及指導センターなどに持ち込まれたが、解明困難であった病害虫や生理障害等

について、平成 20 年度は 1,115 件、平成 21 年度は 889 件、平成 22 年度は 853 件の診断を行

った。また、農家などから電話などによる技術的相談に平成 20 年度は 712 件、平成 21 年度は

823 件、平成 22 年度は 733 件に対応した。 

 

診断及び技術相談の対応件数 

診断依頼   (平成22年度）
作物・経営 果樹 野菜・花 高冷地 環境 病虫

土壌や農作物の栄
養障害

加害病害虫や殺虫剤、
殺菌剤による障害

水稲 70 0 0 0 160 20 250
畑・転換作物 54 0 0 0 0 16 70

果樹 0 20 0 3 56 70 149
野菜 0 0 25 5 37 182 249
花 0 0 15 1 2 50

土壌 0 0 0 0 56 0 56
その他 4 0 0 0 0 7 11
合計 128 20 40 9 311 345 853

作物・経営 果樹 野菜・花 高冷地 環境 病虫

施肥法や栄養障害
対策

病害虫の防除法

水稲 97 0 0 0 10 18 125
畑・転換作物 75 0 0 0 8 2 85

果樹 0 230 0 10 3 53 296
野菜 0 0 30 26 11 46 113
花 0 0 5 2 0 8

土壌 0 0 0 0 33 0 33
その他 21 0 0 10 26 9 66
合計 193 230 35 48 91 136 733

合計

診
断
対
象

技術相談 (平成22年度）
研究室

主な相談内容 栽培法や生理障害対策
合計

生理障害や除草剤等による障害

診
断
対
象

研究室

主な診断内容

68

15

 

 

（２）依頼試験等 

１）農薬等の受託試験 
農薬登録に必要な審査資料を得るため、主要作物、病害虫、雑草等に対する農薬の効果、薬

害や肥料の効果について試験を実施した。 

 

農薬等受託試験の実施状況 

年度 農薬 肥料 その他 

20 年 52 6 0 

21 年 60 6 2 

22 年 63 6 0 
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６．人材育成 【資料 11(p43)参照】 

（１）職場内研修 
研究室単位で開催される室内会議、試験成績・設計の検討会、学会発表型式のプレゼンテーシ

ョンによる討論会を実施し、職員の資質向上に努めている。また、農業技術員が講師になり、ト

ラクター、草刈り機等を実際に使用して、農業機械の安全で正しい使い方や整備方法の研修を若

手研究員対象に開催している。 

 

職場内研修の実施状況 

室内会議 成績、設計検討会 発表討論会 その他 
年度 

人数 日数 人数 日数 人数 日数 人数 日数 

20 年 67 51 67 33 14 6 0 0 

21 年 70 52 70 32 13 6 10 5 

22 年 73 58 73 34 20 12 11 2 

 

 

（２）職場外研修 
農林水産省、農業・食品産業技術総合研究機構主催の研究会や研修等に職員を派遣し、研修に

努めた。 

 
職場外研修の実施状況 

学会 研究会 研修 年度 

人数 回数 人数 回数 人数 回数 

20 年 29 16 119 71 22 8 

21 年 29 13 94 62 13 8 

22 年 26 14 86 65 19 8 

 

（３）教育活動 
農業大学校、酪農大学校で、講義を行った。 

 

農大等での講義状況 

岡山県農業大学校 中国四国酪農大学校 
年度 

人数(人) 講義時間 人数（人） 講義時間 

20 年 24 160 １ 8 

21 年 24 153 １ 8 

22 年 24 135 １ 8 

 

（４）その他 
農薬管理指導員認定研修（参加者約 200 名、年２回開催）に講師として参加した。 

 

８．情報発信 

（１）県民への情報発信 
・新聞：28 回（20 年）、11 回（21 年）、９回（22 年）掲載された。 

・テレビ・ラジオ：４回（20 年）、10 回（21 年）、４回（22 年）放送された。 

・農業総合センターセミナリー：年４回開催（内１回は公開セミナリー）に参加、発表した。 

・一般公開：年１回 10 月に開催される農業総合センターフェアにあわせて実施した。 
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・農業試験場場友会：平成 21 年度までは生産者、農業技術者を対象に本場では年２回、北部

支場では年１回開催し、新技術の紹介や情報交換を実施した。参加者は年間約 150 名であっ

た。 

・一般視察：1,414 名（20 年度）、1,142 名（21 年度）、943 名(22 年度）を受け入れた。 

・中学生の職場体験：年３名以内で３日間を受け入れた 

 

９．前回指摘事項への対応 

（１）研究成果 
「指摘事項」 

より一層知的財産が取得できる環境や積極的な活用を促進する仕組み作りに努めるべき

である。 

「対応状況」 

平成 22 年度の農林水産総合センターの設置に伴い、普及連携部内に知的財産センターが

新設されたことから、産学連携推進課と連携し、育成者権や特許権の取得、活用の推進に努

めている。【資料 10(p42)】 

 

（２）人材育成 
「指摘事項」 

学会への出席率が低いので高まるように努めるとともに、長期的計画的な人材育成計画の

策定が必要である。 

「対応状況」 

研究員の学会への入会率は約 90％以上と高く、学会への出席率は、平成 20 年度以降、一

定水準にある。 

普及指導センターや行政部門との人事交流を進め、岡山ブランドの強化など本県農業に対

する広い視野を持つ人材を育成するとともに、学会や農林水産省の各種研修会、普及指導員

資格取得研修への参加促進など試験研究機関として、長期的な視野に立って挑戦できる人材

の育成にも努めている。【資料 11(p43)】 

 

 

（３）他機関との連携 
「指摘事項」 

外部資金の獲得について共同研究が重要であり、可能な限り他機関との連携を推進するこ

とが重要である。 

「対応状況」 

岡山大学、中国四国農政局、岡山県農協中央会との包括連携協定や各種学会や研究会等の

活用により、総合センター内を含め、20 年度以降 15 課題で多くの機関との連携した共同研

究を行い、外部資金の獲得に努めた。【資料５(p21-22)】 

平成 21 年度に文部科学省科学研究費補助対象の学術研究機関の指定を受けた。平成 22 年

度には「競争的資金等に関する管理・運営体制」、「競争的資金等の適正な管理・運営体制

にかかる基本方針」、「研究活動上の不正行為防止等に関する規程」、「競争的資金等の不

正防止計画」、「科学研究費補助金にかかる経理事務手引き」、「科学研究費補助金にかか

る経理事務取扱要領」を公表し、外部資金獲得と不正防止のための体制を整備した。 
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研究室名 研究課題名 実施年度 事業区分

作物・経営
研究室

系統適応性検定試験（麦類） 継続 外部資金

発酵粗飼料に対応した水稲の品種選定と低コスト栽培法の確立 H22～H24

「おかやま黒まめ」の高品質安定生産技術の確立 H23～H25

生育阻害要因の解決によるビール大麦の高品質安定生産技術の確
立

H22～H24

機能性を重視した有色大豆の選抜と育成 H19～H23

集落営農の維持・発展にむけた支援方策の解明 H23～H25

消費ニーズによる岡山米の生産・販売方向 H22～H24

温暖化に対応した水稲の品種選定と栽培技術の確立 H21～H23

水稲、麦類新除草剤実用化試験 継続 外部資金

主要農作物品種試験（奨励品種決定調査：水稲、麦類、大豆） 継続

主要農作物原種圃事業（水稲、麦、大豆） 継続

実験農場運営事業 継続

果樹研究室 果樹新品種の育成 継続

果樹導入品種の選定 継続

「おかやま夢白桃」のブランド化のための安定生産技術の確立 H19～H23

ブランド化を目指した「シャインマスカット」の高品質生産技術
の確立

H22～H26

加温ブドウの省エネルギー化を図る変温管理技術の開発 H22～H24

秋冬期の温暖化に対応したもも・ぶどうの生産安定化技術の開発 H21～H23

植物調節剤実証試験 継続 外部資金

野菜・花研
究室

温暖化に対応した夏秋期露地コギク安定開花調節技術の開発 H22～H26 外部資金

系統適応性検定試験（野菜） 継続 外部資金

胚培養法によるナス用台木の新品種育成 継続

リンドウ優良親株の維持とクローン増殖 継続

遺伝子解析による病害虫診断 継続

昼加温とＣＯ2施用の併用による促成ナスの増収・品質向上技術
の確立

H23～H25

イチゴ優良導入品種の栽培技術の確立 H23～H25

ナスの新台木系統の栽培技術の確立 H22～H24

光環境の高度制御による切り花花きの低コスト栽培技術の確立 H23～H25

スイートピーの落蕾多発条件の解明と落蕾抑制剤実用化技術の確
立

H22～H24

農業研究所  試験研究課題一覧（研究室別）資料４ 
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研究室名 研究課題名 実施年度 事業区分

夏秋トマトの夏期高温化に対応した品種の選定 H21～H23

＊バレイショ原種圃事業 継続

ジーンバンク（特産作物遺伝資源管理）事業 継続

環境研究室
施肥削減に向けた生産技術体系の開発（暖地少雨低地土水田にお
けるリン酸減肥指針の策定）

H23～H25 外部資金

高糖分飼料イネ「たちすずか」生産における堆肥連用効果に応じ
た適切な施肥管理の実証

H23～H24 外部資金

土壌由来温室効果ガスインベントリ情報等整備事業 H20～H24 外部資金

減肥基準策定に向けたデータ収集事業 H22～H23 外部資金

水田作における緑肥を活用した低投入型施肥技術の確立 H23～H27

有機栽培における持続的な土壌管理技術の確立 H20～H24

モモ、ブドウの高品質果樹安定生産のための施肥改善対策 H19～H23

病害虫・生育障害の診断と対策指導
  －土壌に起因する生理障害の原因究明と対策－

継続

土壌機能増進対策事業
  ・土壌機能実態モリタリング調査
  ・土づくり研究費（有機物連用試験）

継続

マイナ－作物等病害虫防除対策事業 継続 外部資金

病虫研究室 病害虫発生予察事業 継続 外部資金

病害虫防除農薬環境リスク低減技術確立事業
   ・トマト青枯病菌及びかいよう病菌の土壌中の動態解明による効率的
　　 防除法の確立
   ・高設栽培イチゴにおける広食性天敵を活用した害虫防除技術の開発
   ・促成栽培ナスにおける難防除病害虫の減農薬防除体系の確立

継続
 H22～H24
 H22～H24
 H22～H24

外部資金

環境負荷低減を実現する果樹類白紋羽病の温水治療法の確立 H22～H24 外部資金

カメムシに対する適期防除実施判断指標の策定 H22～H26 外部資金

農作物主要病害虫の効率的防除薬剤の実用化試験 継続 外部資金

病害虫・生育障害の診断と対策指導
－病害虫による障害の原因究明と対策－

継続

マイナ－作物等病害虫防除対策事業 継続 外部資金

雨よけ栽培トマト葉かび病の多発要因の解明と総合防除技術の確
立

H21～H23 外部資金

ブドウのクビアカスカシバの生態解明と防除対策の確立 H21～H23 外部資金

高冷地研究
室

病害虫発生予察事業 継続 外部資金

温暖化に対応したダイコン新品種の開発 H22～H26 外部資金

オリジナルリンドウのシリーズ化と新作型の開発 H19～H23

中山間地域に適した野菜新品種の育成・選定と品種特性を発揮さ
せる栽培技術確立

H22～H26

高冷地域に適した果樹・野菜花品種の育成・選定と栽培技術の確
立

H23～H27
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イ

チ
ゴ

炭
疽

病
の

防
除

技
術

い
ち

ご
高

設
栽

培
で

の
太

陽
熱

消
毒

の
有

効
性

は
、

日
照

時
間

で
判

定
で

き
る

。
ま

た
、

防
除

時
に

炭
疽

病
登

録
薬

剤
を

加
用

す
る

こ
と

で
、

飛
沫

感
染

を
防

止
で

き
る

。
炭

疽
病

の
抑

制
。

　
お

か
や

ま
オ

リ
ジ

ナ
ル

リ
ン

ド
ウ

の
安

定
生

産
技

術
り

ん
ど

う
早

生
系

統
の

安
定

生
産

の
実

現
各

産
地

の
リ
レ

ー
出

荷
に

よ
る

、
7
月

上
旬

か
ら

8
月

上
旬

の
安

定
出

荷

  
お

か
や

ま
オ

リ
ジ

ナ
ル

ラ
ー

ク
ス

パ
ー

に
よ

る
電

照
加

温
促

成
作

型
ラ

ー
ク

ス
パ

ー
電

照
加

温
促

成
に

適
し

た
ブ

ル
ー

、
ホ

ワ
イ

ト
、

ピ
ン

ク
等

の
優

良
系

統
を

選
抜

し
、

安
定

生
産

の
確

立
良

質
・
安

定
生

産
が

可
能

　
ブ

プ
レ

ウ
ラ

ム
の

超
促

成
栽

培
に

お
け

る
安

定
生

産
技

術
ブ

ブ
レ

ウ
ラ

ム
超

促
成

栽
培

で
、

種
子

を
湿

潤
低

温
処

理
し

、
定

植
後

７
～

1
5
日

後
に

電
照

を
開

始
す

れ
ば

生
育

遅
延

を
回

避
し

、
切

り
花

長
も

確
保

で
き

る
。

超
促

成
で

良
質

・
安

定
栽

培
が

可
能

　
拍

動
自

動
灌

水
装

置
を

利
用

し
た

省
力

安
定

栽
培

野
菜

、
花

き
ソ

ー
ラ

ー
パ

ネ
ル

と
ポ

ン
プ

、
タ

ン
ク

等
に

よ
り

、
商

用
電

源
の

な
い

圃
場

で
灌

水
、

施
肥

が
自

動
化

で
き

る
。

灌
水

、
追

肥
作

業
の

省
力

化
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被

覆
資

材
を
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用

し
た

省
エ

ネ
栽

培
全

般
ハ

ウ
ス

内
の

内
張

資
材

に
保
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性

の
高

い
資

材
（
エ

コ
ポ

カ
プ

チ
な

ど
）
を

利
用

す
る

。
燃

油
の

節
減

  
土

壌
施

肥
管

理
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

施
肥

改
善

全
般

土
壌

養
分

に
応

じ
た

適
正

な
土

壌
施

肥
管

理
低

コ
ス

ト
で

無
駄

の
な

い
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

共
通

花
き
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